
第第第第２２２２次島田市総合計画策定次島田市総合計画策定次島田市総合計画策定次島田市総合計画策定（（（（まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり課題課題課題課題のののの整理整理整理整理））））にかかるにかかるにかかるにかかるＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴ分析分析分析分析    

    

①①①①ＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴ分析分析分析分析についてについてについてについて    

ある組織等の内部環境を「Ｓ（強み）」、「Ｗ（弱み）」の観点から、外部環境を「Ｏ（機会：

プラス要因・追い風）」、「Ｔ（脅威：マイナス要因・逆風）」の観点から整理し、組織の資源と

課題を抽出・把握するための分析手法の１つです。通常、次のような表を用いて分析を行い、

事業・施策や政策の選択や集中といった「戦略」を検討・立案するために活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１））））外部環境分析外部環境分析外部環境分析外部環境分析    

 外部環境（機会、脅威）の整理にあたっては、現在及び今後の社会情勢、経済情勢等に係る、

次のような要因をふまえます。 

 

社会経済環境 １）経済的要因 

２）社会的要因 

３）技術的要因 

４）文化的要因 

５）制度的要因 

    

２２２２））））内部環境分析内部環境分析内部環境分析内部環境分析    

 内部環境（強み、弱み）の整理にあたっては、次の４つの資源に着目して、該当する要素がな

いか検討します。 

 

（行政） １）人的資源 

２）物的資源 

３）財務的資源 

４）技術・情報的資源 

（住民、企業など） １）人的資源 

２）物的資源 

３）財務的資源 

４）技術・情報的資源 

 

また、各要素については、基礎資料（市の現状にかかる統計データ）、市民意識調査結果等を

基本としています。 

 

外部環境 

内部環境 

機会（プラス要因・追い風） 

（Ｏpportunity） 

脅威（マイナス要因・逆風） 

（Ｔhreat） 

市の強み 

（Ｓtrength） 

【【【【成長戦略成長戦略成長戦略成長戦略】】】】    

強みによって機会を 

さらに活かす方向 

【【【【回避戦略回避戦略回避戦略回避戦略】】】】    

強みを発揮して 

脅威を回避・克服する方向 

市の弱み 

（Ｗeakness） 

【【【【改善戦略改善戦略改善戦略改善戦略】】】】    

機会を逃さないように 

弱みを改善する方向 

【【【【改革戦略改革戦略改革戦略改革戦略】】】】    

最悪の事態を招かないように 

弱みを克服し改革する方向 

 

資料５ 

‐５‐ 



 

‐６‐ 

②②②②ＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴＳＷＯＴ分析分析分析分析 

外部環境（機会、脅威）と内部環境（強み、弱み）の組み合わせから成る４つの領域【成長戦略】、【改善戦略】、【回避戦略】、【改革戦略】ごとに、戦略（解決すべき課題点や課題解決のためのとりくみの方向性）を示します。 

 

□ ＳＷＯＴ分析によるまちづくり課題や課題解決の方向性 

 島田市をとりまく外部環境（時代潮流の整理） 

プラス要因 マイナス要因 

■静岡県特区指定（内陸のフロンティアを拓く取組）や地方創

生（国政策）の動き 

■地方分権と行政改革の推進 

■安全・安心意識の高まり 

■教育や子育てに対する関心の高まり 

■地域の歴史、文化の再認識 

■住民参画・協働意識の高まり 

■高度情報化の進展 

□少子高齢化・人口減少社会の進行 

□価値観の多様化 

□環境問題の進行 

□地域経済をとりまく環境の変化 

□社会資本の老朽化 

島
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強

み

（

特

徴

） 

●緑の大地と旧東海道の宿場町といった歴史的資源の存在 

●市民が島田市について感じていること「山や川などの良好な自然」、「お

茶などの地場産品が豊か」、「犯罪・事故や災害が少ない」（H27 市民意識

調査） 

●広域交通網（空港、高速道路、鉄道等）の好アクセス性 

●県内市部では比較的高い第２次産業の集積度(事業所数、従業者数）

製造品出荷額等に見る事業者あたり生産性向上 

●ファミリー世帯などの居住の多さ(単独世帯の少なさ、世帯あたり離

婚件数の少なさ、対人口あたり転出入数の少なさなど） 

●市民の居住継続意向の増加(H25:67.8%→H27:70.4% 市民意識調査) 

●良好な住宅ストック、住環境(一住宅あたりの延べ面積の高さ、身近

な生活環境の改善要素として、ごみ減量化や交通事故件数の減少) 

●ごみリサイクル対策、健康の増進、主要な道路の整備に関する高い満

足度（H27 市民意識調査における満足度ベスト３(男女共）） 

【成長戦略】 

（強みによって機会をさらに活かす方向） 

【回避戦略】 

（強みで脅威を回避・克服する方向） 

■●「島田市緑茶化計画」の推進（島田市特産物の地域ブランド

としてのブラッシュアップ・ＰＲや６次産業化への展開） 

■●広域的な交通拠点の立地をいかした、企業誘致の促進やより

生活しやすい居住環境づくり 

■●比較的高い第２次産業の集積を活かした関連企業集積の促

進、産業・情報基盤の更なる整備 

■●ファミリー世代の定住を促すための教育・子育て支援策の充

実化 

■●市民参加の展開による環境にやさしいまちづくりや、安全・

安心なまちづくりの継続・維持 

□●生産年齢人口の更なる吸引による都市活力の維持 

□●企業立地環境の維持や企業誘致の継続等による都市活

力の継続 

□●「島田」固有の資源の掘り起こしとその活用 

□●環境にやさしく健康なまちづくりの推進 

弱

み

（

課

題

点

） 

○人口や世帯あたり人員数の減少傾向 

〇少子高齢化の進行、20歳代までの若い世代の減少 

〇山間地域での人口減少(島田市内地域間のアンバランス） 

○一般病院数対人口比(県内市部中最下位)にみる低い医療施設の集積

度 

○低調な財政力(財政力指数が県内市部中で低位置） 

○商業振興、雇用・勤労者福祉などに対する低い満足度（H27 市民意識

調査における満足度ワースト２(男女共）） 

○市民協働や広域行政に対する認知度・期待度の低さ（H28 総合計画策

定のための市民意識調査） 

 

【改善戦略】 

（機会を逃さないように弱みを改善する方向） 

【改革戦略】 

（最悪の事態を招かないように弱みを克服し改革する方向） 

■○若年世代の市内定住の促進（家族形成期世代の定住促進、子

育て支援策等の PR） 

■○生産活動と居住、自然環境のバランスに配慮した市街地形

成 

■○地域の特産物、観光資源などを活かした商業振興 

■○市民のまちづくり等への参加意欲の喚起 

□○少子・高齢社会に応じた公共施設ストックの適切な維持・

管理及び整備の推進 

□○地域で働く場所や生活利便施設の整備などによる若者流

出防止や地域の人口バランスの確保 

□○地域住民主体による生活に身近なまちづくりの展開 

□○安定的な財源確保と効率的な行政サービスの実施 

 


